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	日経ＭＪが六月に発表した今年上期のヒット商品番付は、東の横綱が原油などの調達難を指す「ホルムズ・ショック」、西の横綱が節目を迎えた「ポケモン三十周年」でした。厳しいコスト高と、限られたお金を「これなら」と使う熱狂が同居した半年です。日経は今回のキーワードとして「納得感」「コンテンツ」「ヒットの小粒化」を挙げています。値上げそのものより、その理由に納得できるかどうかが選ばれる基準になり、全国的な大ヒットは減って、狭くても濃い客層に支持される「界隈」のヒットが増えました。これは小さな事業者にはむしろ追い風です。自社の価格の理由を言葉にすること、狭くても確かなファンをつくること。この二つを今期の軸に据えましょう。
	トピック
	原料の調達難が最大の逆風です。汎用樹脂の価格は春に三割上昇し、塗料や断熱材にも波及、出荷停止や納期遅延も起きています。値上げは「発注日」ではなく「出荷日」基準で適用される例が多く、発注済みの案件も影響を受けます。取引先との適用基準を書面で確認し、代替材料や第二の仕入先を今のうちに試しておきましょう。
	安さで並ばれるより、「この値段でも来たい理由」で選ばれる方が長続きします。値上げの際は、素材や手間、時間の価値を店内の表示で
	ービス業
	造業
	具体的に伝えましょう。月替わりの一品や週末限定など、期間を限った企画は来店の口実になり、単価と頻度が同時に上がります。常連の好みを記録し、次に一言添えるだけでも差がつきます。
	全国的な大ヒットは減り、特定の趣味や世代に深く刺さる商品が売上をつくる時代です。売場の主役を絞り、周辺に関連商品を集めた小さな棚をつくると客単価が動きます。定番品は「失敗したくない」お客様の受け皿になるため、切らさない工夫を優先しましょう。値上げする商品は、理由を一行
	売業
	書いた札を添えるだけで反応が変わります。
	樹脂系の建材は、価格に加えて供給そのものが不安定です。断熱材やルーフィング、塗料などでは大幅な価格改定に加え、受注停止や納期の長期化が同時に進んでいます。設計段階で代替品を二つ以上見込み、発注者の承認を早めに取っておくと、入手できない事態でも工程を止めずに済みます。長工期の案件では、資材の入手遅延を理由とする工期延長の扱いを契約書に明記しておきましょう。必要な材料を着工前に押さえる先行手配が結果的に最も安く早い方法になります。
	設業
	最低賃金の改定に、いまから備えましょう
	毎年10月ごろ、地域別最低賃金が改定されます。今年度の額はまだ決まっていませんが、政府は全国平均1,500円という目標を掲げており、当面も毎年数十円規模の引上げが続くとみられます。発効日以降は、時給の従業員だけでなく月給者についても、時間額に換算して最低賃金を上回っているかを確認する必要があります。精皆勤手当や通勤手当、時間外手当などは比較の対象に含まれない点にご注意ください。パート・アルバイトの多い事業所では、引上げによって既存社員との賃金差が縮み、不満につながることもあります。個別の時給だけでなく、賃金表全体を見直す機会と捉えましょう。設備投資などで生産性を高めながら賃金を引き上げる場合には、業務改善助成金のように費用の一部を国が負担する制度もあります。増えた人件費をどう価格に反映するかも含めて、早めに商工会の相談会でご相談ください。



